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－２１０－
学位論文審査結果の要旨
２月３日に最終発表を行い，その後第２回審査委員会を開催した。１月２７日の第１回審査委員会の結
果と合わせ，以下の結論を得た。
本研究は，上部マントル起源物質の多様性の解析をもとに，マントルにおける溶融作用の多様性を議
論したものである。上部マントル起源物質としていくつかの異なった性質を有する固体貫入かんらん
岩体を対象とした。それらは，落合一北房岩体（西南日本)，へス・デイープ（太平洋の海底に露出)，
オマーン・オフィオライトのモホ遷移帯および幌満岩体（北海道）である。松影さんはまず，これら
の野外調査，室内での綿密な解析を通して，共通点，相違点を洗い出した。そしてこれらの共通点は
メルト成分の除去によることを明らかにした。また，相違点はメルトとかんらん岩の反応（メルト／
マントル相互反応）の様態の違いにあるとし，それはメルトの移動速度に大きく依存することを予想
した。これらの成果のうち，海洋底マントルでのメルト／マントル相互反応の重要性を明らかにした
点，およびオフイオライトのモホ遷移帯の岩石学的性質を初めて明らかにした点が特に注目される。
これらの成果のいくつかは，すでに学術誌に公表されている。多くの新事実を次々に明らかにした松
影さんの野外，室内における観察眼の鋭さは特筆すべきものがある。また，論文では詳述されていな
いが，理論的考察にも優れたものがあり，記載結果に重みを与えている。したがって，本論文は博士
(理学）を授与するのに十分な内容を有していると判断できる。
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